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なる骨腫場一般に対する関心がたかまり，この問題
に対し綜合的に其の研究が推進せられつ Lある現況
にある。
然して此等骨腫療の診断はそれが腫療であるとい
う診断と，腫療の悪性度が問題となる。 
腫療がその性質上炎症性陸揚や，系統的骨疾患に
於ける骨膨隆などとの鑑別が必要な上に，良性腫疹
が手術等の操作による悪性化があるので，其め診断
は複雑で，臨床的，レ線学的，病理組織学的の綜合
診断ヵ:必要となってくる。従って其の治療は多岐に
わたり，種々の開題を含んで来る。
以上の観点より，教室に於ける過去 2年間の骨腫
蕩例に就き，其の経験を述べ，特に興味をもたれ初
めた巨細胞腫蕩や，ユーイ Yグ骨腫療の症例を介
し，教室で行った臨床的，並びに病理組織学的研究
を述べ，或は其の悪性化の問題を検討し，叉此等症
例に行った興味ある手術法等につき報告する。
23. .本学部放射線科に於ける悪性腫療の治療成績
(第 2報〉
梅垣洋一郎，市川平三郎，渡辺勲 
・植田尚男，有 71< 昇，中野政雄〈放射線〉
1955年 1月から 1956年 3月末日迄に当科を訪れ
た，悪性腫傷患者の総数は 375例である。その内訳
は頭頚部 88例，胸部 148例，腹部 98例，その他 41
例であり，疾患別に見ると乳癌 81例，胃癌 56例，
食道癌 45例，肉腫 23例，上顎癌 22例，肺癌 19例，
女子性器癌 20例，口腔癌 15例， ~因頭腫蕩 15 例，そ
の他 79例とたる。観察期間が 6乃至 18月であり，
永久治癒率は求められないので，一次治癒率及び， 
50%生存期間について検討した。 
24.当教室に於け忍最近 20年閣の外来患者並び
に入院患者の統計的観察
横田茂，塚田真，成田一郎
荒川直人，大津正典，若葉担(神経精神〉
当教室は荒木教授を迎えて 20年に至った。 この
機会に昭和 11年から昭和 30年に至る 20年間の外
来並びに入院患者の統計を行い精神医学的考察を行
う。此の期間は聞に第二次大戦を挿入し，国民生活 
の全ての面で大きな斐動を与えているが，精神面に
於ける影響も大きいものと息われるがこれが，精神
疾患の上にどの様に現われているかを中心として眺
めてみた。叉精神医学の発展と共にこの 20年間に
は治療面に於てもショツグ療法，精神外科療法，更
には人工冬眠療法，抗生物質療法等相次で行われる
様になり，之等が精神分裂病，操うつ病，てんす
ん，神経梅毒等の疾患の予後の上に与えている面も
観察した。
25.葡萄膜炎と眼皮膚粘膜症候群
小林清房〈眼 科〉
。眼皮膚粘膜症候群に属する多くの疾患の内で
眼科領域に於て最も頻繁に遭遇し，且つ興味深いも
のは Behcet氏症候群であるが，従来単に葡萄膜炎
として看過されていた症例に於ても詳細に観察すれ
ば高率に皮膚粘膜症状が見出される。 
2) 最近 2年聞に観察した葡萄膜炎 50例(内 22
例は皮麿粘膜症状を有する〉に就て血液像，血清蛋
白像，下垂体副腎機能，肝機能，の検査を一部はそ
の経過を追って行った。 
3) 殆んど総ての症例に於て血、清アルプミ yの波
少とガシマ，一部には更にアルファグロプ V;:/の増 
加を証明したが，之等は特に多種の合併症を有する
症例に於て著しく病的で、あった。
4) Behcet氏症候群並びにその不全型の再発は
病巣感染に類似した機転によって起る事が推定さ 
れ，且つこれが Selyeの言う「適応失調Jと密接な
関係を有する如く思われる。
26.胃・十二指腸;貴蕩穿孔の治療成績
相沢八郎，大久保正〈千葉病院外科〉
胃・十二指腸潰蕩の急性開放性穿孔の症例 48例
を昭和 2年より 22年に至る 20年聞に第一外科教室
において取扱った 26例と，昭和 22年 4月より 31
年 4月までの 9年間に国立千葉病院で、取扱った 22
例とに分けて治療成績を示し，今日苦々の本症に対
する態度を述べる。
即ち第一外科の 26例中手術しないで、死亡した 2
例を除き 24例の手術結果は 16例が死亡し，死亡率
は 66.6%であり，胃切除を行った例でもほかの手術
法によるものでも，穿孔後の経過時間とは無関係粍
死亡したものが多い。国立病院の 22例中、手術する
ことなく死亡した 1例を除いて 21例に手術を施し，
適切な術前・中・後処置及び強力な抗生物質療法を
行い，死亡は僅かに 1例で死亡率は 4.7%であり，
しかも一次的胃切除を行った 16例には死亡がな'く
全例が治癒している。
以上の治療成績より，今や本症に対してはできれ
ばすべて一次的胃切除で原病たる潰揚そのものを根
-704ー 千葉医学会雑誌 第 32巻
治させることが最もよいものと思う。
27.教室に於ける麻酔の現況
嶋村欣一，大西誠，吉田敏郎
羽鳥護，能勢匡夫，水口公信〈河合外科〉
教室に於ける麻酔法について報告する。われわれ
は昭和 27年以来閉鎖循環式麻酔器による全身麻酔
が臨床に応用され，症例は年々増加している。この
麻酔法は主として開胸手術を安全に行う目的で取ス
れられたものである。
しかし麻酔法の向上と共に開胸手術以外の主とし
て上腹部手術でも広く応用されるようになり，本年
では開胸手術の約 2倍の症例に用いられてし、る。
麻酔法としては関胸手術ではエーテルを主体とし
て閉鎖方法を使用し，調節呼吸，補助呼殴による呼
吸管理を行い，腹部手術は笑気 Barbiturate筋弛
緩剤による麻酔を行い，充分な筋弛緩の下で手術を
行い，同時に呼吸管理も行っている。
その他強化麻酔法及ひ守術後の薬物冬眠も行ってい
るが，その確立には未だ検討が必要である。 
28. p32によ忍消化管癌腫の診断 
0大塚淳，関野康男
新井洋太郎，常 松年く中山外科〉 
最近に於ける原子科学の進歩は誠に目覚しいもの
であり，医学に於ても放射性同位元素を用い幾多よの
業績が発表され，新しい分野として聞かれて来た。
一方現段階では癌の根治，殊に消化管癌腫の根治に
は，早期診断，早期手術以外に方法はなく，従って
少しでもよりよい早期診断法が要求されてし、る。
教室に於ても数年前より，新たな構想の下に，放
射性同位元素 p32を用い，消化管悪性腫療の早期診 
断に着々として見るべき成果をあげて来た。
放射性同位元素 p32を消化管悪性腫蕩の診断に用
いたのは教室が鳴矢とするが，本法の原理は新生組
織に p32が多量に摂取されるという性質に基くもの
であって，従来の形能的診断法とは異り，謂わば
癌の機能的診断法ともいうべきものである。
また本診断法は総て悪性腫蕩表面を直接測定する
という一連の構想の下に進められたものであって，
今後本法が更に改良され， p32を容易にf安価にス手
するようになれば，各方面に応用されて，癌の早期
発見に普及するものと信ずる次第である。
29.千葉医育 70年史の研究
加藤普佐次郎(東京〉
①千葉に於ける医学教育は 1886年に始まり 1956
年の今日迄に 70年を経過した。
②卒業生は  1888年から出し始め医尊として 38
回医大として 31回出した。 
③ 1888年から 1890年迄の卒業生は全部この世を
去りました。従って資料を正確に得る必要上歴史を
書くことし、そがねばなりません。それはやがて日本
医学史研究の一部としても必要であるから，
④私が千葉に入学したのは 1907年であり幸に飯
島茂，井村忠介，前田玲男子，都築甚之助，清水貞
椎，長尾折之，平田諮平，太田益之等の諸先輩から
直接指教を受けた者であり，今日に於て私の研究し
得た所を公表することが適当であると信ず。
⑤向私自身も既に自然死の運命の足許に来てい
る実情であり，同学の友に私の研究を伝える必要に
迫られているのである。 
~. 
